




研究目的・方法 

昭和 52 年よりフエニールケトン尿症(PKU)をはじめとする 5疾患を対象に,新生児マス・ス

クリーニングが全国的に実施されている。そして,厚生省心身障害研究班においてこれら新

生児マス`スクリーニングで発見された症例の追跡調査がなされている。これによれば,は

じめに発見された児はすでに学令期に達しているが,こうした児を含め追跡をされた症例

は,早期発見・早期治療によってきわめて良好な結果となっている。 

しかし,マス・スクリーニングが開始される以前の症例で,すでに学令期をすぎ社会に出て

いる症例では予後の良くないことが予想される。こうした人達がどのような社会適応をは

かろうとしたのか,そしてどのように適応をしているのか,maternal PKU の問題もあり,こ

うした問題を明らかにしておくことは重要なことであると思う。 

そこで,つかみえた愛知県内の学校を終えた三症例の現状を調査したので報告する。 


